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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
三
）

─
支
那
事
変
を
中
心
に

─

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
論
文
は
、
支
那
事
変
を
中
心
に
し
て
、
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
地
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
見
解
を
調
査
・
分
析
す
る
も
の

で
あ
る
。
列
強
の
政
府
と
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
満
州
・
中
国
で
の
日
本
の
行
為
を
「
侵
略
」
と
非
難
し
た
際
、
欧
米
の
世
論
と
メ
デ
ィ
ア
は
ほ

と
ん
ど
全
て
反
日
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
政
界
も
日
本
の
政
策
を
非
難
し
た
が
、
知
識
人
の
見
解
は
分
か
れ
た
。
そ
の
一
部
は
日
本
の
行
動

を
弁
護
し
、
支
持
し
た
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
二
つ
の
派
閥
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
評
論
家
・
作
家
の
著
作
を
検
討
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
大
陸
政
策
、
植
民
地
政
策

　

支
那
事
変
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
た
日
中
戦
争
の
勃
発
（
一
九
三
七
年
七
月
）
は
、
西
洋
に
お
け
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
強
い
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
満
州
事
変
、
関
東
軍
に
よ
る
満
州
国
設
立
、
国
際
連
盟
脱
退
以
降
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
際
政
治
体
制
に
お
け
る
日
本

の
地
位
は
孤
立
に
近
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
は
、
西
洋
向
け
の
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
結
成
活
動
を
強
化
し
た
。
し
か
し
、
西
洋

に
お
け
る
親
日
派
の
動
力
が
全
て
「
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
に
よ
る
も
の
だ
と
見
る
の
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
自
発
的
に
日

本
側
を
支
持
す
る
知
識
人
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
人
物
は
、
世
界
的
に
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
人
小
説
家
で
、
一
九
三
五
年
か
ら
ア
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カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
で
も
あ
っ
た
く
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
（Claude Farrère; 1876 -1957

）
で
あ
る
。

ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
と
日
本
の
出
会
い

　
「
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
の
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
で
知
ら
れ
る
こ
の
人
物
は
、
本
名
を
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
と
言

い
、
リ
ヨ
ン
で
陸
軍
大
佐
の
家
に
生
ま
れ
た（

１
）。
一
八
八
〇
～
一
八
九
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
（
日
本
趣
味
）
の
時
代
で
あ
っ

た
。
東
ア
ジ
ア
を
訪
問
し
た
彼
の
父
親
は
、
中
国
と
日
本
か
ら
き
れ
い
な
陶
器
を
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
ら
の
陶
器
は
、
少
年
時
代
の
フ
レ

ド
リ
ッ
ク
の
日
本
観
、
日
本
文
化
・
美
術
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
フ
ァ
レ
ー
ル
自
身
は
そ
う
語
っ
て

い
る
。

　

若
き
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
、
一
八
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
海
軍
大
学
校
に
入
学
し
て
、
同
級
生
の
日
本
人
「
プ
リ
ン
ス
・
マ

ツ
イ
・
ジ
ン
ザ
ブ
ロ
」（
原
文
で
「prince M

atsui Zinzaburo

」）
と
友
人
に
な
っ
た（
２
）。「
プ
リ
ン
ス
・
マ
ツ
イ
・
ジ
ン
ザ
ブ
ロ
」
が
誰
を

指
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
詳
ら
か
で
な
い
。
時
期
は
日
清
戦
争
勃
発
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
海
軍
大
学
校
の
同
級
生
、

先
輩
や
教
師
は
日
本
海
軍
と
中
国
海
軍
の
軍
艦
数
及
び
砲
兵
を
比
較
分
析
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
中
国
の
勝
利
を
予
測
し
た
。
そ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
海
軍
ば
か
り
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
軍
や
軍
事
評
論
家
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
考
え
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
「
日
本
側
の

戦
術
と
精
力
は
戦
闘
に
勝
っ
た（

３
）」。
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
、
ま
だ
「
小
説
家
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
軍
の
人
間
と
し
て

日
本
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
。

　

一
八
九
七
年
に
海
軍
大
学
校
を
卒
業
し
た
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
海
軍
士
官
と
な
り
、
同
年
秋
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
で
勤
務
し
た
。
彼
は
そ
の
際
、

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
各
地
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
中
国
、
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
を
訪
問
し
た
後
、
一
八
九
九
年
九
月
一
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三
日
に
長
崎
港
に
到
着
。
そ
こ
で
五
日
間
を
過
ご
し
た
。
一
九
二
三
年
三
月
一
三
日
、
パ
リ
で
世
界
的
に
著
名
な
小
説
家
に
な
っ
て
い
た

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
講
演
シ
リ
ー
ズ
『
私
の
極
東
旅
行
』
の
最
終
回
と
し
て
「
近
代
日
本
」
を
語
り
、
日
本
に
対
す
る
最
初
の
印
象
を
「
約

束
の
地
」（la terre prom

ise

）
と
表
現
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
「
約
束
の
地
」
と
言
え
ば
最
高
の
評
価
で
あ
り
、
日
本
を
天
国
に
近

い
国
だ
と
明
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
翌
年
、
そ
の
講
演
内
容
は
旅
行
記
『
私
の
旅
行
』
第
一
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　

バ
ル
ゴ
ー
ヌ
海
軍
士
官
の
初
来
日
の
印
象
は
す
べ
て
明
る
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
印
象
を
思
い
起
こ
し
て
、
作
家
・
フ
ァ
レ
ー

ル
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
描
写
し
た
。「
日
本
で
は
、
本
当
の
冬
、
本
当
の
春
、
本
当
の
夏
、
本
当
の
秋
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
ま
っ
た

く
同
じ
だ
」。「
日
本
は
、
美
し
い
花
の
国
、
美
味
し
い
果
物
の
国
、
素
晴
ら
し
い
民
芸
の
国
、
ま
た
清
潔
な
国
だ
」。「
日
本
語
に
は
、
悪

口
や
侮
辱
の
言
葉
が
な
い
。
逆
に
、
特
別
な
敬
語
を
持
っ
て
い
る
」。「
日
本
を
描
く
最
も
相
応
し
い
言
葉
は
『joli

』
と
い
う
形
容
詞
だ
」。

フ
ラ
ン
ス
語
の
「joli

」
に
は
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る（
４
）。

　

最
初
の
印
象
が
最
も
強
く
残
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
の
日
本
に
対
す
る
印
象
も
同
様
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
勤
務
の

時
か
ら
彼
は
、
旅
行
記
、
の
ち
に
小
説
を
執
筆
し
始
め
、
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
「
植
民
地
小

説
」
の
ジ
ャ
ン
ル
は
最
盛
期
に
あ
っ
た
の
で
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
す
ぐ
に
人
気
者
と
な
っ
て
、
一
九
〇
五
年
に
小
説
『
文
明
人
』（
一
九
〇
三

年
）
に
よ
っ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
小
説
及
び
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
植
民
地
で
の
生
活
と
海
軍
の
物
語
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

第
三
共
和
制
の
植
民
地
政
策
を
「
文
明
化
」
と
し
て
賛
美
し
て
い
た
作
家
・
評
論
家
は
、
お
お
む
ね
ア
ジ
ア
民
族
の
文
化
・
文
明
を
愛
好

し
、
中
で
も
ト
ル
コ
人
と
日
本
人
を
高
く
評
価
し
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
も
親
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
、
後
に
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・

ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
政
権
）
派
、
親
日
派
の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
、
日
露
戦
争
の
時
に
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
に
勤
務
し
て
、
帝
政
ロ
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シ
ア
大
使
館
の
人
々
と
交
流
を
持
っ
た
。
戦
争
勃
発
直
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
ロ
シ
ア
人
の
知
人
に
「
日
本
は
必
ず
勝
つ
」
と
予
言
し
、

「
気
を
付
け
ろ
！
」
と
警
告
し
た
。
誰
も
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
予
言
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
ツ
ァ
ー
の
ロ
シ
ア
軍
は

よ
く
戦
っ
た
が
、
ミ
カ
ド
〔
当
時
西
洋
で
は
天
皇
陛
下
を
こ
の
よ
う
に
称
し
た
〕
の
日
本
軍
は
も
っ
と
よ
く
戦
っ
た
の
で
勝
利
し
た
」、
と

フ
ァ
レ
ー
ル
は
結
論
し
た
。「
こ
の
戦
争
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
植
民
地
戦
争
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
国
防
の
戦
争
、
国
民
の

戦
争
、
愛
国
の
戦
争
だ
っ
た
」
と
こ
の
作
家
は
解
説
し
た（

５
）。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
日
露
戦
争
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
題
材
に
し
て
小
説
『
戦
闘
』
を
執
筆
し
た（

６
）。
そ
の
作

品
は
フ
ァ
レ
ー
ル
の
最
も
有
名
な
日
本
関
係
の
著
作
に
な
っ
た
。
原
稿
は
地
中
海
勤
務
中
（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
〇
日
～
一
九
〇
八
年

九
月
一
二
日
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
一
一
月
か
ら
保
守
的
新
聞
『
エ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
で
連
載
さ
れ
、
単
行
本
が

一
九
〇
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
一
九
一
一
年
に
は
改
訂
版
が
出
て
い
る
。

　

文
学
作
品
と
し
て
の
『
戦
闘
』
は
、
戦
争
と
ロ
マ
ン
ス
の
物
語
で
あ
る
が
、
深
く
吟
味
す
れ
ば
、
文
明
の
闘
争
に
つ
い
て
の
作
品
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。『
戦
闘
』
は
、
日
本
海
海
戦
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
一
九
〇
五
年
四
月
二
一
日
か
ら
同
年
五
月
二
九
日
ま
で
を

描
い
て
い
る
。
一
九
一
一
年
改
訂
版
の
著
者
の
前
書
き
に
よ
る
と
、「
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
海
軍
大
将
は
本
書
を
『
海
戦
の
素
晴
ら
し
い
記

録
』
と
評
価
し
た
」
と
い
う
。
海
軍
と
文
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
あ
ま
り
的
を
外
す
こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。

　

翻
訳
も
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
英
語
（
一
九
一
二
年
）、
ド
イ
ツ
語
（
一
九
一
六
年
）、
ロ
シ
ア
語
（
一
九
一
七
年
）
と
、
日
本
語
の
翻
訳

は
二
種
あ
る
。
映
画
は
少
な
く
と
も
三
部
制
作
さ
れ
た
。
日
本
語
翻
訳
の
う
ち
、
一
つ
目
は
、
高
橋
邦
太
郎
（
一
八
九
八
～
一
九
八
四
年
）

が
訳
し
て
、
一
九
三
〇
年
（
フ
ラ
ン
ス
初
版
本
か
ら
一
九
年
後
）
改
造
社
の
シ
リ
ー
ズ
『
世
界
大
衆
文
学
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
単
行
本

『
ラ
・
バ
タ
イ
ユ
』
で
あ
る
。
訳
者
の
高
橋
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
多
数
の
文
学
作
品
を
翻
訳
し
て
日
本
で
フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
文
学
を
紹
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介
・
研
究
し
た
文
学
者
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
作
家
・
詩
人
の
野
口
錚
一
（
一
九
三
一
年
生
）
が
訳
し
て
、
一
九
九
一
年
に
福
岡
市
の
葦

書
房
か
ら
出
さ
れ
た
『
戦
闘
』
で
あ
る（

７
）。
両
書
と
も
、
古
書
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
稀
覯
本
だ
と
言
え
る
。

　

文
明
論
と
し
て
の
『
戦
闘
』
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
後
進
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
進
歩
的
ア
ジ
ア
」
の
闘
争
を
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
日
本
人
の
主
役
で
あ
る
海
軍
士
官
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
は
、「『
ロ
シ
ア
』
は
む
し
ろ
『
ア
ジ
ア
』
で
あ
る
。
逆
に
、
我
ら
日
本
人
は

す
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
が
描
い
た
日
本
人
は
、「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
著
者
は
、

日
本
の
勝
利
を
、
欧
州
か
ら
広
い
意
味
で
の
技
術
を
十
分
に
学
ん
で
、
そ
れ
を
武
士
道
と
結
び
つ
け
た
和
魂
洋
才
の
成
功
で
あ
る
と
し
、

技
術
・
戦
術
に
、
近
代
的
戦
争
に
欠
け
て
い
る
武
士
道
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
本
の
勝
利
の
原
因
で
あ
る
と
、
論
じ
た
。
著
者
の

シ
ン
パ
シ
ー
は
明
ら
か
に
日
本
側
に
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
側
を
軽
蔑
す
る
様
子
も
全
く
見
ら
れ
な
い
。『
戦
闘
』
の
ロ
シ
ア
語
版
は
、
一
九
一

〇
～
一
九
二
〇
年
代
に
か
な
り
の
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
前
書
き
で
、
こ
の
小
説
に
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
が
、
日
本
人
の
主
役

三
人
（
全
員
大
名
家
の
出
身
者
）

―
海
軍
士
官
「
ヨ
リ
サ
カ
・
サ
ダ
オ
侯
爵
」、
そ
の
妻
「
ヨ
リ
サ
カ
・
ミ
ツ
コ
侯
爵
夫
人
」
と
も
う
一

人
の
海
軍
士
官
「
ヒ
ラ
タ
・
タ
カ
モ
リ
子
爵
」

―
は
、「
写
真
的
肖
像
画
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
日
本
の
貴
族
の
総
合
的
な
反
映
」
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

フ
ラ
ン
ス
人
読
者
に
一
般
受
け
の
す
る
小
説
に
は
、
ロ
マ
ン
ス
が
必
要
で
、
特
に
不
倫
の
物
語
が
望
ま
し
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
年
若

く
魅
力
的
な
貴
婦
人
ミ
ツ
コ
・
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
夫
人
は
、
快
活
な
若
い
英
国
海
軍
士
官
ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ェ
ア
ガ
ン
に
思
い
を
寄
せ
浮
気

を
し
た
。
フ
ェ
ア
ガ
ン
の
描
写
は
似
顔
絵
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
軍
人
が
一
般
的
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
軍
人
に
対
し
て
好
意
を

感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の
文
学
作
品
や
回
想
録
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　

物
語
で
は
、
厳
格
な
海
軍
士
官
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
は
日
本
海
海
戦
で
戦
死
し
、
観
戦
武
官
フ
ェ
ア
ガ
ン
も
戦
死
し
た
。
海
戦
の
後
、
ヨ
リ
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サ
カ
侯
爵
と
の
複
雑
な
関
係
か
ら
、
フ
ェ
ア
ガ
ン
を
「
イ
ギ
リ
ス
の
ス
パ
イ
」
で
あ
り
「
我
ら
〔
日
本
人
〕
の
偽
り
の
友
人
」
と
評
し
た

ヒ
ラ
タ
子
爵
は
切
腹
し
た
。
ま
た
不
倫
し
た
ミ
ツ
コ
侯
爵
夫
人
は
、
京
都
の
あ
る
尼
寺
の
尼
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
は
前
書

き
で
、「
日
本
人
侯
爵
夫
人
が
英
国
海
軍
士
官
と
浮
気
し
た
事
実
は
一
度
も
な
く
、
日
本
海
海
戦
直
後
日
本
人
海
軍
士
官
が
切
腹
し
た
事

実
も
な
か
っ
た
」
と
断
っ
て
い
る
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
筆
者
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
軍
事
道
徳
、
家
族
道
徳
に
厳
し
い
日
本
人
読
者

は
、「
外
人
と
の
不
倫
の
物
語
」
に
対
し
て
シ
ン
パ
シ
ー
も
理
解
も
持
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
洋
で
は
明
ら
か
に
親
日
小
説
と
見
ら

れ
た
『
戦
闘
』
だ
が
、
日
本
で
は
中
傷
と
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
戦
闘
』
と
い
う
作
品
は
現
在
、
他
の
フ
ァ
レ
ー
ル
作
品
の
大
部
分
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
香
水
・
化
粧
品
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ゲ
レ
ン
社
は
一
九
一
九
年
か
ら
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
を
冠
し

て
香
水
「M

itsouko

」
を
作
り
始
め
た
。
今
も
そ
の
香
水
は
ゲ
レ
ン
社
を
代
表
す
る
商
品
で
あ
る
。
日
本
語
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
、

「
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
よ
り
先
に
「M
itsouko

」（
香
水
）
が
収
録
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
諸
外
国
で
『
戦
闘
』
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
家
・
政
治
評
論
家
ア
ナ
ト
ー
ル
・
ド
・
モ
ン

ジ
ー （A

natole de M
onzie; 1876 -1947

） 

は
、「
二
十
世
紀
に
我
等
が
受
け
た
ア
ジ
ア
関
係
情
報
の
源
は
主
に
小
説
か
ら
で
あ
っ
た
。
資

料
が
足
り
な
い
場
合
に
は
、
想
像
で
補
っ
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
の
『
戦
闘
』
は
我
等
に
極
東
の
教
訓
を
う
ま
く
説
明
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ

て
い
る（

８
）。
フ
ァ
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
で
一
般
的
に
日
本
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
レ
ー
ル
が
評
し
た
日
本
の
大
陸
政
策

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
新
作
を
発
表
し
、
そ
の
多
数
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
彼
は
一
九
一
九
年
に
退
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役
し
て
か
ら
も
、
文
学
活
動
を
熱
心
に
続
け
た
。
一
九
三
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
と
し
て
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
第
二
八
号
会
員
座
席
に
選
ば
れ
た
。
退
役
後
の
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
青
年
時
代
か
ら
国
際
政
治
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て

い
た
の
で
、
小
説
に
限
ら
ず
、
政
治
評
論
も
執
筆
し
て
い
た
。
政
治
の
素
人
と
は
言
え
な
い
こ
の
作
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
政
策
、

植
民
地
政
策
を
支
持
し
て
、
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
よ
う
な
海
外
の
強
権
的
な
政
権
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
を
見
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス
内
政
に
つ

い
て
は
、
共
和
政
を
基
本
的
に
批
判
せ
ず
、
保
守
主
義
者
、
反
共
産
主
義
者
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス
思
想
の

影
響
を
受
け
た
。「
私
は
モ
ー
ラ
ス
か
ら
正
し
く
考
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る（

９
）。

　
『
私
の
旅
行
』
の
第
一
巻
で
あ
る
『
極
東
旅
行
』（
一
九
二
四
年
）
で
日
本
を
語
る
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
に
「
武
士
道
、
日

本
人
の
道
徳
規
範
」
を
紹
介
し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
武
士
道
は
「
我
ら
〔
西
洋
〕
の
騎
士
の
道
徳
規
範
に
似
て
い
る
が
、
も
っ
と
永

遠
的
、
も
っ
と
絶
対
的
、
い
う
ま
で
も
な
く
も
っ
と
文
明
的
」
で
あ
り
、「
十
三
世
紀
か
ら
変
わ
ら
ず
現
在
も
日
本
を
指
導
し
て
い
る（

（1
（

」。

日
米
紛
争
・
戦
争
の
可
能
性
を
検
討
し
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。「
太
平
洋
に
お
け
る
我
ら
の
利
益

は
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
地
域
に
紛
争
が
起
こ
っ
た
場
合
、
我
ら
は
中
立
を
守
る
と
確
信
し
て
い
る
。
…
…
現
在
、
私
は
日
本
の
素
晴
ら

し
い
勝
利
を
予
言
で
き
る
。
決
定
的
瞬
間
〔
日
米
決
戦
の
意
味
〕
に
我
ら
の
シ
ン
パ
シ
ー
は
日
本
側
を
支
持
す
る
可
能
性
が
あ
る（

（1
（

」。
そ
の

発
言
は
、『
極
東
旅
行
』
の
最
後
の
下
り
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
フ
ァ
レ
ー
ル
の
日
本
観
、
日
本
政
策
を
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
親
日
派
の
「
声
」
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
日
中
戦
争
勃
発
以
前
に
出
版
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
『
東
洋
の
精
神
的
勢
力　

イ
ン
ド

―
中
国

―
日
本

―
ト
ル
コ
』（
一
九
三
七
年
）
で
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
す

る
西
洋
文
明
と
日
本
文
明
の
基
本
的
近
似
を
論
じ
て
、「
偉
大
な
国
で
あ
る
日
本
に
偉
大
な
人
物
が
い
た
。
信
長
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
、
秀
吉
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
家
康
は
ル
イ
一
四
世
だ
っ
た（

（1
（

」
と
述
べ
た
。
日
本
の
人
口
過
剰
問
題
の
重
要
性
を
認
め
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
〔
州
〕
ま
た
無
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
が
日
本
の
「
植
民
開
発
の
た
め
に
必
要
な
領
土
」
だ
と
考
え
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た（
（1
（

。
日
中
関
係
の
現
状
を
検
討
し
た
際
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
日
本
が
大
陸
に
出
兵
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
、
政
治

的
侵
略
を
防
止
す
る
目
的
だ
け
で
あ
る
」
と
論
じ
た（

（1
（

。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
立
場
は
当
時
の
日
本
側
の
宣
伝
に
役
立
っ
た
。
一
九
三
七
年
末
、
日
本
の
外
務
省
は
彼
を
「
絶
対
的
独
立
性
を
持
っ
た

有
名
な
作
家
」
と
し
て
日
本
へ
招
待
し
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
の
二
回
目
の
日
本
訪
問
は
、
一
九
三
八
年
一
月
三
〇
日
に
神
戸
か
ら
始
ま
り
、

二
週
間
に
及
ん
だ
。「
貴
族
の
出
身
、
貴
族
院
議
員
の
息
子
で
あ
り
、
将
来
必
ず
大
使
に
な
る
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
が
言
っ
た
青
年
外
交
官
松

井
明
（
一
九
〇
八
～
一
九
九
四
年
）
は
こ
の
ゲ
ス
ト
に
同
行
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
父
・
松
井
慶
四
郎
は
、
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
、
駐
英
大
使
、

外
相
、
貴
族
院
勅
選
議
員
を
務
め
た
後
、
一
九
三
八
年
に
枢
密
顧
問
官
に
任
命
さ
れ
た
。
パ
リ
で
生
ま
れ
た
松
井
明
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の

予
言
し
た
と
お
り
、
戦
後
、
国
連
大
使
、
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
を
務
め
た
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
日
本
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
近
衛
文
麿
、
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
、
海
軍
大
臣
米
内
光
政
等
と
の
会

見
、
東
京
、
日
光
、
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
、
下
関
の
見
学
、
そ
し
て
朝
鮮
と
満
州
国
へ
の
旅
行
が
組
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
作
家
は
、
海
路

で
帰
国
す
る
と
た
だ
ち
に
『
ア
ジ
ア
の
大
悲
劇
』（
一
九
三
八
年
）
を
執
筆
し
た
。
そ
の
第
一
部
は
日
本
旅
行
記
で
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
印

象
は
「
最
高
」
だ
っ
た
と
言
え
る
。「
日
本
は
変
わ
っ
た
か
」
と
聞
か
れ
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、「
変
わ
っ
て
い
な
い
。
…
…
外
に
新
し
く
内

に
永
遠
の
国
だ
」
と
答
え
た（

（1
（

。
第
二
部
『
一
九
三
八
年
の
中
国
と
日
本
』
は
、
印
象
と
共
に
感
想
の
記
録
で
も
あ
っ
た
。
モ
ロ
ッ
コ
と
イ

ン
ド
シ
ナ
で
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
政
策
の
結
果
を
高
く
評
価
し
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
そ
れ
と
朝
鮮
・
満
州
で
の
日
本
植
民
地
政
策
の
結
果
を

比
較
し
て
日
本
の
成
功
だ
け
を
強
調
し
た（

（1
（

。
そ
の
日
本
を
擁
護
す
る
著
作
は
一
九
四
〇
年
に
森
本
武
也
の
日
本
語
訳
で
出
版
さ
れ
た
。

　
「
若
く
強
い
」
日
本
と
「
古
く
弱
い
」
中
国
と
の
比
較
は
、
著
者
の
感
想
の
中
心
に
な
っ
た
。
大
陸
に
お
い
て
満
州
国
以
外
に
も
日
本
が

「
拡
大
」
す
る
こ
と
を
何
の
疑
い
も
な
く
支
持
し
て
い
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
中
国
の
地
域
政
権
を
「
暴
力
団
」
と
呼
ん
で
、
ソ
連
の
「
侵

略
」
を
非
難
し
た
。「
今
日
本
が
中
国
で
戦
っ
て
い
る
闘
争
は
、
中
国
と
中
国
人
に
反
対
す
る
闘
争
で
は
な
い
。
共
産
主
義
に
反
対
す
る
闘



― 53 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策（三）

争
だ
。
秩
序
と
文
明
の
た
め
の
闘
争
、
モ
ス
ク
ワ
の
隷
属
に
反
対
す
る
闘
争
だ
。
…
…
秩
序
、
文
化
と
社
会
平
和
の
国
日
本
は
、
自
分
に

迫
る
ク
レ
ム
リ
ン
風
の
野
蛮
行
為
の
普
及
を
我
慢
で
き
な
い
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
は
断
言
し
た（

（1
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
右
翼
の
知
識
人
と
政
治
家
は
、
新
し
い
戦
争
の
可
能
性
を
論
じ
る
時
、
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
ば
か
り
で
な
く
、
ソ
連
に
つ
い
て
も
、

危
険
と
見
な
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
元
首
脳
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
元
活
動
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
リ
オ
（Jacques D

oriot; 1898 - 
1945

）
は
、
一
九
三
四
年
に
モ
ス
ク
ワ
と
喧
嘩
・
断
絶
し
た
後
、
フ
ァ
シ
ス
ト
風
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
党
を
設
立
し
て
、
ソ
連
と
の
協
力
関

係
を
激
し
く
批
判
し
た
。「
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
な
く
な
っ
た
。
世
界
の
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
で

ゲ
ー
ム
を
す
る
ソ
連
し
か
な
い
。
…
…
ソ
ビ
エ
ト
、
そ
れ
は
戦
争
だ
よ
。
…
…
そ
の
〔
一
九
三
五
年
の
仏
ソ
条
約
締
結
〕
直
後
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
東
洋
に
向
か
い
、
日
本
に
反
対
し
た
。
…
…
数
週
間
後
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
連
政
策
が
変
わ
っ
た
。
も
っ
と
戦
略
的
に
な
っ
て
、

そ
の
政
策
は
現
実
的
に
動
き
は
じ
め
た
。
…
…
〔
ア
ジ
ア
で
〕
日
本
の
前
進
を
止
め
る
た
め
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
参
戦
も
し
か
ね
な
い
」
と
、

ド
リ
オ
は
一
九
三
六
年
夏
、
支
那
事
変
勃
発
一
年
前
に
、
こ
う
発
言
し
て
い
た（

（1
（

。

　

一
九
三
九
年
七
月
に
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
新
し
い
政
治
評
論
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
を
書
き
上
げ
、
同
年
一
〇
月
に
単
行
本

で
出
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
者
岡
倉
正
雄
の
日
本
語
訳
は
一
九
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
エ
ッ
セ
イ
に
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
極
西
」

（l’Extrem
e O
ccident

）
と
称
し
て
、
日
本
の
文
明
を
論
じ
た
。

　
「
日
本
人
は
絶
対
的
に
東
洋
の
民
族
で
は
な
い
。
二
千
年
く
ら
い
ア
ジ
ア
の
辺
境
に
住
ん
で
い
た
日
本
人
は
物
理
的
に
ア
ジ
ア
人
に
似

て
い
る
が
、
そ
れ
は
外
観
の
類
似
だ
け
だ
。
歴
史
と
国
民
性
に
お
い
て
日
本
人
は
、
ア
ジ
ア
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ま

た
オ
セ
ア
ニ
ア
と
連
な
っ
て
い
る
。
道
徳
的
に
日
本
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
近
い
。
ロ
シ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
ま
た
ド
イ
ツ
人
よ
り
フ

ラ
ン
ス
人
に
近
い
。
…
…
日
本
の
歴
史
は
極
西
の
歴
史
だ
。
…
…
日
本
近
代
史
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
の
コ
ピ
ー
の
よ
う
に
見

え
る
。
…
…
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
模
倣
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
日
本
人
は
、
本
能
で
も
、
た
ぶ
ん
起
源
に
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
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だ（
（2
（

」。
フ
ラ
ン
ス
人
と
日
本
人
の
特
に
近
い
本
質
は
「
国
民
意
識
と
愛
国
心
」
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

一
九
三
六
年
一
一
月
の
西
安
事
件
に
基
づ
い
た
小
説
『
十
一
時
』（
一
九
四
〇
年
）
で
も
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
極
西
論
」
の
宣
伝
を
続
け
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
日
本
も
、
多
面
的
ア
ジ
ア
で
あ
る
中
国
が
全
然
分
か
ら
な
い
。
日
本
人
は
極
東
の
民
族
で
は
な
く
、
極
西
の
民
族
だ（

（2
（

」。

著
者
が
想
像
し
た
現
在
の
日
本
は
、「
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、
も
っ
と
規
律
正
し
い
〔
国
〕。
イ
ギ
リ
ス
だ
が
、
も
っ
と
平
等
の
〔
国
〕。
イ
タ
リ

ア
だ
が
、
全
体
主
義
と
ド
イ
ツ
化
を
拒
否
し
た
〔
国
〕」
で
あ
る（

（2
（

。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
に
よ
る
と
、
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
は
似
て
い
る
が
、
中
国
人
は
こ
の
両
民
族
と
基
本
的
に
違
う
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
、
ま
た
日
本
の
政
府
と
外
交
官
が
中
国
人
を
自
身
と
全
く
同
じ
よ
う
な
人
物
だ
と
考
え
る
の
は
、
主
要
な
間
違
い
で
あ
っ
た
。
中
国

人
は
他
の
民
族
と
基
本
的
に
違
う
の
で
、
そ
れ
は
大
変
な
間
違
い
で
あ
っ
た
。
中
国
人
が
ほ
か
の
民
族
よ
り
良
い
か
悪
い
か
で
は
な
い
。

全
く
違
う
と
い
う
こ
と
だ（

（2
（

」。
そ
れ
で
は
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
反
中
」
で
あ
っ
た
の
か
。
小
説
『
十
一
時
』
に
描
か
れ
た
西
洋
風
独
裁
者
「
ス

ン
・
テ
ョ
・
ウ
ェ
イ
」（
蒋
介
石
）
は
道
徳
的
な
兵
士
だ
が
、
元
帥
「
ク
ン
・
ウ
ェ
ン
・
チ
ュ
ン
」（
張
学
良
）
は
モ
ス
ク
ワ
の
パ
ペ
ッ
ト

で
、
極
悪
人
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の
最
後
の
日
本
観
を
反
映
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。　

「
日
本
之
所
謂
御
平
和
」
を
批
判
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
と
絶
賛
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

　

支
那
事
変
の
勃
発
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
「
ビ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
」
に
な
っ
て
、
日
本
の
大
陸
政
策
に
対
す
る
議
論
が
続
け
ら
れ
た
。

　

蒋
介
石
政
権
の
法
律
顧
問
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
（Jean Escarra; 1885 -1955

）
法
学
博
士
は
、
中
国
政
策
を
弁
護
し
て
、
日
本

政
策
を
よ
り
激
し
く
非
難
し
た
。
本
論
文
の
第
二
部
で
筆
者
は
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
中
国
に
対
す
る
日
本
政
策
と
現
在

紛
争
の
法
的
側
面
に
つ
い
て
の
意
見
書
』（
一
九
三
七
年
末
）
を
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
支
那
事
変
勃
発
以
前
の
出
来
事
を
概
説
し
て
、
エ
ス
カ
ッ
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ラ
ー
は
、
将
来
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
予
言
、
警
告
を
発
し
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
ジ
ア
で
反
日
戦
争
を
戦
う
能
力
が
足
り
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
両
国
の
能
力
が
少
し
で
も
弱
く
な
っ
た

ら
、
リ
ス
ク
が
最
大
に
な
る
〔
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
向
け
の
ヒ
ン
ト
〕。
特
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
た
め
現
在
の
紛
争
に
直
接
的
な

関
係
が
あ
り
、
日
本
の
勝
利
は
破
綻
を
意
味
す
る
。
…
…
直
截
な
反
日
参
戦
ば
か
り
で
な
く
、
列
強
〔
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ

カ
〕
は
、
国
際
連
盟
で
日
本
に
対
す
る
制
裁
を
断
乎
と
し
て
加
え
る
手
段
が
あ
る
。
…
…
日
本
の
軍
事
力
、
経
済
力
を
絶
対
的
に
弱
め
る

の
は
、
紛
争
の
最
小
の
結
果
と
し
て
基
本
的
に
重
要
で
あ
る（

（2
（

」。

　

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
国
際
法
と
そ
の
違
反
を
語
る
に
止
ま
ら
ず
、
以
上
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
言
語
を
は
っ
き
り
利
用
し
た
。
し
か
し
、
一

九
三
七
年
一
二
月
末
以
後
、
日
本
軍
の
勝
利
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
七
月
、
支
那
事
変
勃
発
一
年
後
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー

が
出
し
た
新
し
い
論
文（

（2
（

の
カ
バ
ー
に
は
、
漢
字
で
『
日
本
之
所
謂
御
平
和
』（
フ
ラ
ン
ス
語
「L’honorable paix japonaise

」）
と
タ
イ

ト
ル
が
書
か
れ
て
い
た
。
明
ら
か
に
皮
肉
の
意
味
で
あ
る
。

　

中
国
弁
護
・
日
本
非
難
の
総
合
的
基
礎
概
論
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
論
文
は
一
九
三
八
年
四
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
仕
組
み
は
法
学
者
・

弁
護
士
で
あ
る
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
議
論
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。『
序
文
』（
一
一
～
一
八
頁
）
で
著
者
は
、
主
に
「
事
実
を
ま
げ

て
、
数
字
〔
統
計
〕
を
軽
々
し
く
扱
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
を
ね
つ
造
す
る
」
ば
か
り
で
な
く
「
嘘
を
常
習
的
に
つ
い
て
い
る
」「
日
本
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
」（
一
一
～
一
二
頁
）、
日
本
政
府
、
外
務
省
、
陸
軍
・
海
軍
な
ど
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
具
体
的
に
批
判
・
否
定
し
て
い
る
。
そ

の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
に
対
す
る
明
白
な
批
判
で
あ
る
。「
ロ
テ
ィ
ー（

（2
（

に
続
く
海
軍
士
官
の
文
学
作
品
は
、
日
本
陸
海
軍
兵
士
の
『
義

侠
的
な
』
心
の
テ
ー
マ
を
悪
用
し
て
い
る
。
中
立
的
〔
公
平
な
〕
傍
観
者
は
、
中
国
で
彼
ら
〔
日
本
の
兵
士
〕
が
行
っ
た
多
く
の
野
蛮
な

行
為
を
立
証
し
て
い
る
」（
一
四
頁
）。
二
つ
目
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
日
的
立
場
の
批
判
で
あ
る
。「
複
数
の
新
聞
で
嘘
や
見
損
な
い
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の
簡
単
な
反
論
を
公
刊
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
日
本
の
手
先
は
、
小
切
手
を
必
要
な
人
の
手
に
渡
し
、
そ
れ
〔
嘘
・
見
損
な
い
〕
を
う

ま
く
公
刊
す
る
」（
一
七
頁
）。
三
つ
目
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
左
翼
・
右
翼
の
日
本
観
・
中
国
観
を
論
じ
た
点
で
あ
る
。「
日
本
は
秩
序
、

平
和
、
幸
福
を
代
表
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
右
翼
の
人
々
は
そ
の
側
を
支
持
す
る
」（
一
七
頁
）
と
共
に
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
は
中
国

側
を
支
持
す
る
」（
一
四
一
頁
）。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
右
翼
新
聞
『L’action française

』
の
反
中
宣
伝
を
直
接
に
批
判
し
た
。「
本
流
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
機
関
紙
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
新
聞
は
、「
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
絶
が
必
要
だ
」
と
発
言
し
た
（
一
一
〇
頁
）。

　

第
一
章
『
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
民
族
』（
一
九
～
五
一
頁
）
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
国
人
と
日
本
人
を
比
較
し
た
際
、「
中
国
は
民
族
よ

り
文
明
」
で
、「
中
国
の
家
族
は
人
類
が
結
成
し
た
機
関
の
最
も
優
秀
な
も
の
だ
」
と
述
べ
た
（
二
〇
～
二
一
頁
）。
逆
に
、「
日
本
人
は
教

育
を
受
け
て
も
未
開
の
部
分
を
保
持
し
て
い
る
」（
三
七
頁
）。
中
国
で
の
日
本
陸
軍
の
「
野
蛮
行
為
」、
日
本
で
の
殺
人
・
ク
ー
デ
タ
ー
の

試
み
に
注
意
し
て
、「
日
本
は
自
由
な
討
論
の
国
で
は
な
く
」、「
国
会
は
国
の
運
命
に
役
割
を
果
た
さ
ず
」、「
陸
海
軍
が
内
閣
を
設
置
す

る
」（
三
九
～
四
〇
頁
）
等
と
述
べ
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
あ
る
程
度
正
し
か
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
中
国
は
ど
の
よ
う

な
国
だ
っ
た
の
か
、
と
も
反
論
で
き
る
。
著
者
に
よ
る
と
、「
ア
ジ
ア
で
秩
序
と
文
明
の
擁
護
者
、
完
全
に
近
代
化
さ
れ
た
日
本
と
後
れ
て

野
蛮
な
中
国
の
俗
悪
な
対
立
は
、
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
日
本
が
買
収
し
た
新
聞
の
虚
構
だ
。
そ
の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
を
も

つ
新
聞
も
あ
る
」（
二
九
～
三
〇
頁
）。

　

第
二
章
『
侵
略
の
政
策
』（
五
三
～
九
一
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
の
大
陸
政
策
史
の
総
合
的
概
論
を
さ
ら
に
進
め
て
、
批
判
の
鉾
先
を

「
非
民
俗
化
と
同
化
」
の
植
民
地
政
策
に
向
け
た
。
朝
鮮
半
島
は
「
弾
圧
の
王
国
」
で
、「
朝
鮮
人
は
奴
隷
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
」
な
ど

と
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
述
べ
た
（
六
二
頁
）。
こ
こ
で
も
親
日
・
反
日
の
観
察
者
の
印
象
・
見
解
は
逆
で
あ
っ
た
が
、
海
外
か
ら
見
た
日
本
の

朝
鮮
政
策
は
特
別
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。「
中
華
民
族
と
そ
の
反
抗
の
意
志
を
弱
め
る
手
段
」
と
し
て
日
本
の
阿
片
生
産
・
販
売
政
策

を
批
判
し
た
後
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
阿
片
政
策
も
忘
れ
な
か
っ
た
（
七
六
～
八
一
、
一
九
九
頁
）。
東
亜
に
お
け
る
仏
英
競
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争
の
足
跡
で
は
な
い
か
と
。

　

第
三
章
『
原
因
と
口
実
』（
九
三
～
一
二
三
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
国
内
の
人
口
過
剰
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
問
題
の
事
実
を

認
め
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
国
と
協
力
し
て
平
和
的
な
解
決
が
可
能
だ
と
論
じ
て
、「
日
本
の
拡
大
は
侵
略
戦
争
の
み
」
な
の
で
、
解
決

の
助
け
に
な
ら
な
い
（
九
六
～
九
八
頁
）。
逆
に
、
中
国
で
の
共
産
主
義
の
思
想
と
運
動
の
偉
大
な
影
響
力
と
そ
の
危
険
性
の
テ
ー
ゼ
は
、

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
に
よ
っ
て
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
嘘
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
ソ
連
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
働
き
か
け
は
二
〇
年
に
及
ぶ
が
、

そ
の
影
響
力
は
社
会
的
に
も
、
地
域
的
に
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
蒋
介
石
と
国
民
党
の
反
共
闘
争
だ
、
と
著
者
は
強
調

し
た
（
一
二
一
～
一
二
三
頁
）。

　

第
四
章
『
責
任
』（
一
二
五
～
一
四
六
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
の
「
侵
略
政
策
」
と
「
国
際
条
約
違
反
」
だ
け
で
な
く
、
西
洋
と
中
国
の

間
違
い
も
認
め
た
。「
日
中
戦
争
勃
発
直
前
、
中
国
が
弱
体
化
し
た
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
〔
ソ
連
〕
と
中
国
共
産
党
の
責
任
が
重
い
。

…
…
中
国
全
体
が
ソ
ビ
エ
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
共
産
党
の
活
動
が
海
外
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
支
持

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
〔
そ
の
た
め
〕
中
国
の
統
一
は
遅
れ
て
困
難
に
な
っ
た
。
中
央
政
府
〔
国
民
党
政
権
〕
の
権
威
は
危
険
に

瀕
し
て
い
る
。
ソ
連
は
、
外
蒙
古
を
と
ら
え
て
、
他
の
地
域
に
進
入
し
た
際
、
日
本
と
同
様
に
中
国
の
領
土
保
全
を
尊
重
し
な
い
」
と
エ

ス
カ
ッ
ラ
ー
は
結
論
し
た
（
一
四
四
～
一
四
五
頁
）。

　

第
五
章
『
法
律
と
暴
力
』（
一
四
七
～
一
九
六
頁
）
で
国
際
法
か
ら
見
る
日
中
紛
争
の
本
質
と
特
徴
を
詳
細
に
分
析
し
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー

は
、
中
国
が
地
域
的
二
国
間
協
定
に
違
反
し
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
は
国
際
法
の
基
本
的
条
約
に
違
反
し
て
い
る
、
と
強
調
し
た
。
筆

者
は
こ
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
国
際
法
関
係
論
考
を
以
前
、
検
討
し
て
い
る（

（2
（

の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

　

第
六
章
『
知
ら
れ
て
こ
な
い
こ
と
』（
一
九
七
～
二
二
七
頁
）
で
著
者
は
、
紛
争
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
一
つ
目
の
結
論
は
、
日

本
か
中
国
の
「
決
定
的
勝
利
は
不
可
能
だ
。
…
…
日
本
と
中
国
が
緒
戦
で
戦
っ
て
も
、
太
平
洋
に
権
益
を
も
つ
国
家
は
中
立
を
履
行
し
て
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い
る
。
し
か
し
、
平
和
条
約
〔
の
準
備
・
交
渉
の
時
〕
に
つ
い
て
、
列
強
は
も
ち
ろ
ん
声
を
出
す
」（
二
〇
〇
頁
）。
二
つ
目
は
、
親
日
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
異
な
り
、
日
本
の
勝
利
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
に
対
し
て
よ
り
危
険
だ
が
、
中
国
が
勝
利
す
れ
ば
、
そ
の
危
険
性
は
な
い
（
二

〇
一
～
二
〇
二
頁
）。
三
つ
目
は
、「
中
国
で
の
日
本
の
勝
利
は
外
国
〔
西
洋
の
列
強
〕
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
。
…
…
逆
に
、

中
国
に
於
け
る
そ
の
立
場
は
さ
ら
に
危
な
く
な
る
」（
二
〇
六
頁
）。
中
国
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
見
解
に
基
づ
い
て
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
日
本

の
侵
略
に
対
し
て
「
弱
い
」
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
方
針
を
批
判
し
て
、
日
本
の
軍
事
力
は
誇
張
さ
れ
て
き
た
の
で
、
反
日
経
済
的
制
裁
は
日

本
侵
略
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
高
い
、
と
述
べ
た
（
二
一
四
～
二
一
六
頁
）。
そ
れ
と
共
に
『
結
語
』（
二
二
九
～
二
三
一
頁
）
で
著
者

は
、「
国
際
相
互
援
助
」
と
「
集
団
安
全
保
障
体
制
」
を
「
素
晴
ら
し
い
幻
」
だ
と
皮
肉
を
込
め
て
評
価
し
た
（
二
三
一
頁
）。

　

読
物
で
は
な
く
、
知
識
人
一
般
向
け
の
論
文
と
し
て
書
か
れ
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
本
に
は
註
と
参
考
文
献
が
あ
る
。
し
か
し
、
引
用
さ

れ
た
資
料
と
著
作
は
殆
ど
全
て
親
中
・
反
日
で
あ
る（

（3
（

。
一
つ
の
代
表
的
な
例
は
、
中
国
通
と
し
て
知
ら
れ
た
ロ
ゼ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ー（Roger 

Lévy; 1887 -1978

）
の
作
品
『
極
東
と
太
平
洋
』（
一
九
三
五
年
）
と
『
日
中
関
係
』（
一
九
三
八
年
）
で
あ
る
。
当
時
太
平
洋
問
題
研
究

会
（Com

ité d’études des problèm
es de Pacifique

）
書
記
長
で
あ
っ
た
レ
ヴ
ィ
ー
は
、
満
州
事
変
の
時
に
『
満
州
は
、
だ
れ
の
も

の
か
？
』（
一
九
三
二
年
）
を
発
表
し
中
国
の
立
場
を
弁
護
し
て
、
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
で
毛
沢
東
の
思
想
と
行
動
を
紹
介
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た

『
田
中
上
奏
文
』
の
偽
造
を
認
め
な
が
ら
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
「
そ
の
内
容
を
簡
単
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
（
九
〇
～
九

一
頁
）。

　

原
稿
を
書
き
終
わ
っ
た
後
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
改
め
て
東
亜
を
訪
問
し
て
、
一
九
三
八
年
五
月
二
一
日
に
国
民
党
政
権
の
臨
時
首
都
に

な
っ
た
武
漢
市
で
『
前
書
き
』
を
執
筆
し
た
（
七
～
一
〇
頁
）。
現
地
調
査
し
た
結
果
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
感
想
と
結
論
を
書
い
た
。
一

つ
目
は
、「
日
中
戦
争
勃
発
は
、
中
国
に
と
っ
て
二
年
早
く
、
日
本
に
と
っ
て
二
年
遅
か
っ
た
」（
八
頁
）。
二
つ
目
は
、「
戦
争
は
、
中
国

人
兵
士
の
ゆ
る
み
、
日
本
軍
の
不
敗
性
、
日
本
人
兵
士
の
軍
律
と
義
侠
的
な
精
神
に
つ
い
て
の
神
話
を
粉
砕
し
た
。
中
国
陸
軍
に
勤
務
し
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て
い
る
ド
イ
ツ
人
将
校
が
言
っ
た
通
り
、
中
国
人
は
素
晴
ら
し
い
兵
士
で
あ
り
、
日
本
人
〔
兵
士
〕
と
同
じ
く
勇
敢
だ
が
、
よ
り
賢
く
規

律
正
し
い
」（
八
～
九
頁
）。
三
つ
目
は
、「
明
日
講
和
が
決
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
時
的
休
戦
だ
け
に
な
る
」（
九
頁
）。
四
つ
目

は
、「
極
東
紛
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
は
不
可
分
だ
」（
九
頁
）。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
の
影
響
力
は
中
国
で
も
日
本
で
も
強
か
っ
た
が
、

「
ド
イ
ツ
が
中
国
へ
の
支
援
を
停
止
す
れ
ば
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
適
当
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
」。
そ
う
し
な
か
っ
た
ら
「
戦
後
ア

ジ
ア
で
白
人
に
残
さ
れ
た
遺
産
を
、
我
が
〔
フ
ラ
ン
ス
人
〕
は
全
部
失
う
リ
ス
ク
が
高
い
」、
と
述
べ
て
著
者
は
『
前
書
き
』
を
完
成
し
た

（
一
〇
頁
）。

　

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
著
『
日
本
之
所
謂
御
平
和
』
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
親
中
・
反
日
的
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
解
説
・
弁
護
と
し
て
最
も
詳

細
か
つ
総
合
的
な
論
文
で
あ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
、
本
研
究
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。

　

日
中
戦
争
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
東
洋
学
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
作
家
、
評
論
家
も
こ
の
テ
ー
マ
を
論
じ
た
。
そ
の
一
人
は
フ

ラ
ン
ス
社
会
党
に
近
か
っ
た
政
治
・
社
会
評
論
家
、
思
想
家
フ
ェ
リ
シ
エ
ン
・
シ
ャ
ラ
イ
（Félicien Challaye; 1875 -1967

）
で
あ
る
。

日
仏
関
係
史
の
中
で
そ
の
著
作
と
行
動
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
紹
介
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

シ
ャ
ラ
イ
は
、
一
九
〇
一
年
に
日
本
と
中
国
を
初
め
て
訪
問
し
、
旅
行
記
『
日
本
と
極
東
に
て
』（
一
九
〇
五
年
）、
後
に
『
絵
の
日
本
』

（
一
九
一
五
年
）
を
出
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
（
一
九
一
七
年
六
月
末
～
九
月
末
）、
朝
鮮
（
一
〇
月
）、
中
国
（
一
〇
月
末
～

一
二
月
末
）、
改
め
て
日
本
（
一
九
一
八
年
一
二
月
末
～
一
九
一
九
年
四
月
末
）
で
政
治
事
情
を
研
究
し
て
、
朝
鮮
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ

を
通
っ
て
帰
国
し
た（

（3
（

。
研
究
論
文
『
中
国
の
政
治
、
日
本
の
政
治
』（
一
九
二
一
年
）
と
『
日
本
労
働
運
動
』（
一
九
二
一
年
）
は
そ
の
成
果

で
あ
っ
た
。
ま
た
シ
ャ
ラ
イ
は
エ
ッ
セ
イ
『
日
本
の
心
』（
一
九
二
七
年
）
と
『
日
本
の
昔
話
』（
一
九
三
一
年
）
を
出
し
て
い
る（

（3
（

。

　

以
上
の
著
書
を
通
読
し
て
、
著
者
は
親
日
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
と
同
様
に
、
シ
ャ
ラ
イ
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
時
代
に

生
ま
れ
育
っ
て
き
た
の
で
「
美
し
い
日
本
」
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
。
左
翼
平
和
主
義
者
と
し
て
彼
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
中
国
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民
主
主
義
運
動
を
高
く
評
価
し
た
。
支
那
事
変
勃
発
の
時
、
シ
ャ
ラ
イ
は
長
く
極
東
の
現
実
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、『
中
国
、
日
本
と
列

強
』（『
結
語
』
日
付
一
九
三
八
年
一
月
一
日
）
を
出
し
た
。

　

シ
ャ
ラ
イ
の
立
場
は
親
中
と
言
え
る
が
、
反
日
と
言
え
ば
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
中
国
政
府
顧
問
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
華
民
国
を

近
代
的
な
民
主
主
義
の
国
家
と
し
て
描
い
た
が
、
独
立
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
、
人
権
擁
護
者
シ
ャ
ラ
イ
は
、
第
一
章
『
中
国
』（
九
～
三
〇

頁
）
で
、
戦
争
と
暴
力
を
嫌
う
平
和
的
民
族
が
長
期
的
に
列
強
に
抑
圧
さ
れ
て
き
た
不
平
等
な
境
遇
と
し
て
中
国
人
を
悲
し
く
描
い
て
、

国
民
党
政
権
の
近
代
化
へ
の
努
力
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
見
せ
た
。
第
二
章
『
日
本
』（
三
一
～
五
〇
頁
）
で
シ
ャ
ラ
イ
は
、
日
本
近
代
化
の
成

功
を
賞
賛
し
た
後
こ
う
結
論
し
た
。「
日
本
が
、
弱
く
危
険
に
瀕
し
た
国
で
あ
り
な
が
ら
、
民
族
の
力
を
合
わ
せ
て
、
自
分
の
自
由
を
守
る

た
め
に
も
海
外
で
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
も
強
く
な
っ
た
の
は
、
全
世
界
へ
の
教
訓
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
列
強
が
異

な
る
人
類
・
非
キ
リ
ス
ト
教
の
国
を
対
等
と
見
な
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
…
…
残
念
な
が
ら
、
そ
の
成
功
は
日
本
首
脳
の
心
を
堕
落

さ
せ
た（

（3
（

」。
シ
ャ
ラ
イ
は
日
本
の
人
口
過
剰
問
題
の
存
在
を
認
め
た
が
、
そ
の
事
実
は
「
他
の
も
っ
と
弱
い
国
を
占
領
す
る
権
利
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た（

（3
（

。

　

第
三
章
『
中
日
関
係
』（
五
一
～
六
六
頁
）
で
そ
の
近
代
史
を
概
論
し
た
中
で
、
シ
ャ
ラ
イ
は
、
日
本
の
大
陸
政
策
を
批
判
し
、
日
本
人

政
治
家
は
中
国
を
「
ア
ジ
ア
の
バ
ル
カ
ン
〔
半
島
〕」、
危
険
な
無
秩
序
の
地
域
と
見
な
し
た
と
述
べ
た（

（3
（

。
第
四
章
『
中
日
関
係
と
列
強
』

（
六
七
～
七
九
頁
）
で
著
者
は
、
各
国
と
の
関
係
を
簡
単
に
説
明
し
て
、「
中
国
の
青
年
は
自
由
主
義
、
革
命
、
非
宗
教
化
の
フ
ラ
ン
ス
を

特
に
尊
重
す
る
」
と
強
調
し
た（

（3
（

。
第
五
章
『
現
在
の
中
日
紛
争
』（
八
一
～
八
八
頁
）
で
著
者
は
国
際
連
盟
の
立
場
を
支
持
し
た
。

　

シ
ャ
ラ
イ
の
見
解
・
予
言
と
し
て
『
結
語
』（
八
九
～
九
五
頁
）
は
注
意
を
引
く
。
一
つ
目
は
、「
日
本
が
罪
深
い
侵
略
の
責
任
者
で
あ
る

こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
」。
二
つ
目
は
、「
軍
事
的
に
勝
利
し
て
も
日
本
が
支
障
な
く
中
国
全
土
を
統
制
で
き
る
可
能
性
は
低
い
」。

し
か
し
、
日
本
国
内
で
「
ミ
カ
ド
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
」
と
い
う
国
家
社
会
主
義
指
導
下
の
社
会
革
命
に
関
す
る
著
者
の
予
言
は
、
少
な
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く
と
も
無
邪
気
だ
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

親
日
的
立
場
を
擁
護
す
る
知
識
人
の
も
う
一
人
は
、
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
「
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
」
を
名
乗
っ

た
ベ
ル
ギ
ー
人
ロ
ジ
ェ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ロ
ー
侯
爵
（Chalux, 

本
名Roger de Chateleux; 1878 -1956

）
は
、
様
々
な
活
動
の
経
験

を
持
っ
て
い
る
。
主
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
映
画
監
督
と
し
て
知
ら
れ
た
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
一
〇
～
一
九
二
〇
年
代
、
中
国
長

期
滞
在
中
に
多
数
の
地
域
を
訪
問
し
た
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
中
国
に
長
く
住
ん
で
も
、
中
国
人
の
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
認

め
た（

（3
（

。
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
彼
は
改
め
て
日
本
と
中
国
を
訪
問
し
て
、
旅
行
記
・
評
論
『
中
日
紛
争
を
巡
っ
て
』（
一
九
三
八
年
）
を
出

し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
っ
て
も
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
一
九
三
八
年
に
新
聞
『L’action française

』
と
協
力
し
て
い
た
の
で
、
フ
ラ
ン

ス
に
読
者
が
多
く
、
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
感
想
を
語
っ
た
著
者
は
、
東
亜
政
治
事
情
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
等
の
立
場
に
反
論
し
た
。「
あ
る
欧
米
人
は

『
中
国
の
平
等
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
政
権
』
を
『
日
本
の
絶
対
権
力
』
と
対
立
さ
せ
る
。
そ
れ
が
い
け
な
い
。
日
本
の
普
通
選
挙
権
と
法
律
の

平
等
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
な
い
、
と
信
じ
る
人
物
が
い
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
は
絶
対
、
共
和
国
で
は
な
い
。
現
在

の
政
権
は
独
裁
政
権
だ
。
中
国
人
に
は
主
権
が
な
く
、
投
票
も
し
な
い
。
…
…
日
本
で
は
『
平
民
が
嫌
な
戦
争
と
飢
餓
の
た
め
不
満
を
抱

き
革
命
を
始
め
る
』
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
中
国
に
行
く
前
日
本
を
訪
問
し
て
、
帰
り
道
に
も
訪
日
し
、
ミ
カ
ド
の
帝
国
は
秩
序
が
完
璧

だ
」
と
感
じ
た
。「
…
…
中
国
は
統
一
し
て
い
る
と
信
じ
る
人
物
も
い
る
。
…
…
し
か
し
、
北
京
の
中
国
人
と
広
州
の
中
国
人
の
差
異
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
差
異
と
同
様
で
あ
る（

（4
（

」。

　
「
基
本
的
に
世
界
は
日
本
が
嫌
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
」
と
聞
か
れ
て
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
躊
躇
な
く
こ
う
答
え
た
。「
日
本
が
世
界
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
危
険
な
敵
手
に
な
っ
た
の
で
。
…
…
世
界
は
新
し
い
列
強
が
生
ま
れ
た
と
理
解
し
た
。
そ
の
時
か
ら
反
日
の
感
情
も
生
ま

れ
た
」。
そ
の
た
め
日
本
人
は
「
ど
こ
で
も
敵
を
見
つ
け
て
、
脅
迫
妄
想
を
持
つ
ら
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
後（

（4
（

、
著
者
は
「
警
備
の
国
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家
」
日
本
に
お
け
る
自
分
の
経
験
を
紹
介
し
た
。
親
日
的
な
著
作
で
は
こ
の
よ
う
な
物
語
は
例
外
だ
と
結
論
で
き
る
。

　

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
の
文
書
は
、
一
部
は
資
料
の
引
用
（
蒋
介
石
と
毛
沢
東
の
宣
言
を
含
め
て
）
で
、
一
部
は
読
み
や
す
い
旅
行
記
で
あ

る
。
そ
の
内
容
を
詳
細
に
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
が
、
著
者
の
主
要
な
感
想
だ
け
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
一
つ
目
は
、
北
中
国
で
は
「
住

民
が
占
領
日
本
軍
と
仲
が
良
く
、
あ
る
地
域
で
は
日
本
人
が
解
放
者
と
み
な
さ
れ
た（

（4
（

」。
そ
の
件
に
つ
い
て
の
説
明
は
特
に
長
い
。
二
つ

目
は
、「
中
国
人
は
基
本
的
に
外
国
人
が
嫌
い
で
憎
む
。
…
…
青
年
中
国
は
我
ら
か
ら
得
た
政
治
的
理
想
を
尊
重
す
る
が
、
そ
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
西
洋
人
の
憎
悪
と
不
可
分
だ
。
…
…
あ
る
列
強
が
譲
歩
を
す
れ
ば
、
中
国
は
そ
れ
を
軟
弱
と
考
え
て
も
っ
と
外
人
嫌
い
に
な

る（
（4
（

」。
三
つ
目
は
、
中
国
共
産
党
は
実
に
強
い
し
、
そ
の
行
動
を
統
制
す
る
ソ
連
は
ど
ん
ど
ん
「
東
亜
の
中
心
に
、
支
那
本
部
に
向
け
て

侵
入
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
日
中
戦
争
は
「
ソ
ビ
エ
ト
と
中
国
共
産
党
が
望
ん
だ
戦
争
」
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
が
見
て
描
い
た
日
本
軍
と
中
国
軍
の
比
較
は
、
明
ら
か
に
日
本
軍
の
為
に
な
っ
た
。「
中
国
人
よ
り
平
和
を
好
む
民
族
が

世
界
に
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
中
国
に
は
ど
こ
で
も
兵
士
が
そ
ん
な
に
多
い
の
か
」
と
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
皮
肉
を
込
め
て
聞
い
た（

（4
（

。
結
論
と

し
て
、「
一
般
的
な
意
見
と
違
っ
て
、
日
本
が
中
国
を
攻
略
で
き
る
望
み
は
な
い
」
と
著
者
は
述
べ
た（

（4
（

。

　

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
の
本
は
「
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品
」
な
の
か
。
筆
者
は
彼
の
旅
行
と
仕
事
の
背
景
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

右
翼
で
あ
る
著
者
は
本
心
か
ら
日
本
の
大
陸
政
策
を
支
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
著
作
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
世
論
の
一

部
を
明
確
に
代
表
し
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
、
政
治
家
、
政
治
評
論
家
は
、
満
州
事
変
以
降
の
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
を
検
討
、
評
価
す
る
際
、
親
日
派

と
親
中
派
に
分
か
れ
た
。
親
日
派
は
、
必
ず
し
も
反
中
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
れ
ば
、
東
亜
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大

に
比
較
す
れ
ば
日
本
の
拡
大
は
危
険
で
な
い
、
と
評
し
た
。
立
場
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、
親
日
派
も
親
中
派
も
、
日
本
を
列
強
の
一
つ
と
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見
な
し
て
、
中
国
を
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
と
比
較
で
き
な
い
国
際
的
地
位
の
国
、
国
際
政
治
の
主
体
で
は
な
く
、
客
体
と
見
な

し
た
点
で
は
共
通
す
る
。
支
那
事
変
勃
発
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
親
日
派
と
親
中
派
の
対
立
は
激
化
し
た
。
筆
者
は
そ
の
問
題
を
研
究
し

つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

《
註
》

		


本
稿
の
引
用
は
全
て
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）		

フ
ァ
レ
ー
ル
関
係
文
学
評
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
多
数
。
評
伝
は
、A

lain Q
uella-V

illeger, Le Cas Farrere: du Goncourt a la Disgrace 

（Paris: Presses de la Renaissance, 1989

）。「
フ
ァ
レ
ー
ル
と
日
本
」
の
専
門
的
研
究
は
、
入
門
的
な
論
文
一
件
し
か
な
い
、Patrick Beille-

vaire, A
pres ‘La Bataille’: l‘egarem

ent japonophile de Claude Farrere Les carnets de l’exotism
e. Faits et im

aginaires de la guerre 

russo-japonaise （1904 -1905

） （Paris: K
ailash, 2005

）.  

（
2
）		Claude Farrere, M

es voyages. I. La prom
enade d‘Extrem

e-Orient （Paris: Flam
m

arion, 1924

）, p. 277. 

（
3
）		

同
上
、p. 278.

（
４
）		

同
上
、pp. 249 -250, 255, 257.

（
５
）		

同
上
、pp. 275 -279.

（
6
）		Claude Farrere, La Bataille （Paris: Paul O

llendorf, 1911
） 

。
本
稿
で
利
用
し
た
再
版
、
日
露
戦
争
関
係
文
学
作
品
集
、1905. Autour de 

Tsoushim
a （Paris: O

m
nibus, 2005

）。

（
7
）		

ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
著
、
高
橋
邦
太
郎
訳
『
ラ
・
バ
タ
イ
ユ
』（
世
界
大
衆
文
学
全
集
第
五
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）

；

ク
ロ
ー
ド
・

フ
ァ
レ
ー
ル
著
、
野
口
錚
一
訳
『
戦
闘
』（
葦
書
房
、
一
九
九
一
年
）。

（
8
）		A

natole de M
onzie, Petition pour l’histoire （Paris: Flam

m
arion, 1942

）, pp. 84 -85.

（
9
）		Eugen W

eber, L’Action francaise （Paris: Stock, 1964

） pp. 568.

（
10
）		Claude Farrere, M

es voyages. I. La prom
enade d‘Extrem

e-Orient, pp. 238 -239.
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（
11
）		

同
上
、p. 284.

（
12
）		Claude Farrère, Forces spirituelles de l’ Orient: Inde – Chine – Japon – Turquie （Paris: Flam

m
arion, 1937

）, p. 159.
（
13
）		
同
上
、p. 169, 171. 

（
14
）		
同
上
、p. 172.

（
15
）		Claude Farrère, Souvenirs （Paris: A

rthem
e Fayard, 1953

）, p. 269.

（
16
）		Claude Farrère, Le grand dram

e de l’Asie （Paris: Flam
m

arion, 1938

）, p. 42, 48.

日
本
語
訳
、
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル 

著
、
森
本
武

也
訳
『
ア
ジ
ア
の
悲
劇
』（
日
光
書
院
、
一
九
四
〇
年
）。

（
17
）		

同
上
、p. 105.

（
18
）		

同
上
、pp. 113 -114.

（
19
）		Jacques D

oriot, La France ne sera pas un pays d’esclaves （Paris: Les œ
uvres françaises, 1936

）, pp. 105 -106, 57. 

（
20
）		Claude Farrère, L’Europe en Asie （Paris: Flam

m
arion, 1939

）, p. 8, 56. 

日
本
語
訳
、
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
レ
ル 

著
、
岡
倉
正
雄
訳
『
ア

ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
新
世
代
叢
書
、
育
生
社
、
一
九
四
一
年
）。

（
21
）		

同
上
、p. 36. 

（
22
）		Claude Farrère, La onziem
e heure （Paris: Flam

m
arion, 1940

）, p. 127.

（
23
）		

同
上
、p. 274. 

（
24
）		Claude Farrère, L’Europe en Asie, p. 19.

（
25
）		

詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）

―
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
に

い
た
る
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
二
号
二
〇
一
八
年
）。

（
26
）		Jean Escarra, Réflexions sur la politique du Japon a l’ égard de la Chine et sur quelques aspects juridiques du conflit actuel 

（<Perpignan: L’Indépendant, 1937>

）, pp. 25 -26. 

（
27
）		Jean Escarra, L’honorable paix japonaise （Paris: Bernard Grasset, 1938
）. 

引
用
し
頁
番
号
は
本
文
で
括
弧
内
に
記
し
た
。

（
28
）		

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
（Pierre Loti; 

本
名 Louis M

arie-Julien V
iaud; 1850 – 1923

）、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
士
官
、
旅
行
・
ロ
マ
ン
ス
の
小
説
で
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世
界
的
に
有
名
な
作
家
、
植
民
地
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
フ
ァ
レ
ー
ル
の
先
駆
者
。
日
本
を
訪
問
し
た
後
、
旅
行
記
『
秋
の
日
本
』（
一
八
八
九

年
）
と
小
説
『
お
菊
さ
ん
』（
一
八
八
七
年
）
を
執
筆
し
た
。

（
29
）		Jean Escarra, Le Conflit Sino-Japonais et la Societé des Nations

（Paris: Publications de la conciliation internationale, 1933

）; 

ワ

シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）（
同
上
）。

（
30
）		

例
え
ば
、T. O

’Conroy, The M
enace of Japan （London: H

urst &
 Blackett, 1933; 

再
出
版London: H

utchinson, 1938

）; Freda U
tley, 

Japan’s Feet of Clay （London: Faber &
 Faber, 1936; 

フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
、Le Japon aux pieds d’argile （Paris: Payot, 1937

）。
オ
・
コ

ン
ロ
イ
著
作
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳
（
一
九
三
四
年
）
が
反
日
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
に
利
用
さ
れ
た
。

（
31
）		Roger Lévy: 1

） A qui la M
andchourie? （Paris: Pedone, 1932

）; 2

） Extrêm
e-Orient et Pacifique （Paris: A

rm
and Colin, 1935

）; 
3

） Relations de la Chine et du Japon 

（Paris: Paul H
artm

ann, 1938

）; 4

） Regards sur l’Asie 

（Paris: A
rm

and Colin, 1952; 5

） La 
révolte de l’Asie 

（Paris: PU
F, 1965

）; 6

） M
ao Tso-Tong 

（Paris: Seghers, 1967

）. 

筆
者
は
レ
ヴ
ィ
ー
の
日
本
大
陸
政
策
観
を
も
っ
と
深
く

研
究
す
る
予
定
が
あ
る
。

（
32
）		Félicien Challaye, La Chine, le Japon et les puissances （Paris: Rieder, 1938

）, p. 7.

シ
ャ
ラ
イ
の
評
伝
か
詳
し
い
研
究
が
な
い
。

（
33
）		Félicien Challaye: 1

） Au Japon et en Extrêm
e-Orient 

（Paris: A
rm

and Colin, 1905

）; 2

） Le Japon illustré 

（Paris: Larousse, 
1915

）; 3

） La Chine et le Japon politiques 

（Paris: Felix A
lacan, 1921

）; 4

） Le m
ouvem

ent ouvrier au Japon 

（Paris: Felix A
lcan, 

1921

）; 5

） Le cœ
ur japonais （Paris: Payot, 1927
）; 6
） Contes et légendes du Japon （Paris: F. N

athan, 1931

）.

（
34
）		Félicien Challaye, La Chine, le Japon et les puissances, pp. 39 -40.

（
35
）		

同
上
、p. 42.

（
36
）		

同
上
、p. 53.

（
37
）		

同
上
、p. 76.

（
38
）		

同
上
、pp. 91 -94.

（
39
）		«Chalux», Autour du conflit Sino-Japonais （Bruxelles: O

ffi
ce de publicité, 1938

）, p. 28, 41. 

（
40
）		

同
上
、pp. 6–9.
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（
41
）		

同
上
、pp. 11–14.

（
42
）		

同
上
、pp. 54–55.

（
43
）		
同
上
、pp. 66–69.

（
44
）		
同
上
、pp. 105–106, 129. 

（
45
）		

同
上
、p. 150. 

（
46
）		

同
上
、p. 233. 

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
八
年
十
一
月
一
日
）
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